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　古代ビルマについて書かれた書物は多少あるが確実なる記録はA．D．5世紀以前にさかのぼり
得るものは皆無であり，5世紀より10世紀までの間について書かれたものでさえ，ほとんどが荒
唐無稽な伝’説に等しいものに過ぎず，科学的な裏付けになる書き物は僅かである。A．　D．1057ア
ノーヤター王のタトン攻略後，始めてビルマ史に関する記録が確実になってくるのである。
　　ビルマの諸民族
　ビルマには現在大別しても101を数える多数の民族が住んでいるが，さらにそれらを代表する
ものをあげれば，Burman，　Shan，　Mon（またはTalaing）Karen，　Chin，　Kachin等である。こ
れらの民族はビルマの遙か北方の地域から移動してきたものである。彼らは古代，中央アジアの
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高原から降つてきたと思われるチベット中国系の人穫，即ち，広い意味で一般にモンゴル人種と
呼ばれているものたちである　＄ベット束部，および中国の南西域の高地一帯からビルマ側へ三
大民族の移動が行われた。．「それらは，
　（1）　モン・クメール族（Mon・Khmer）
　（2）チベッ5・ビルマ族（Tibet－Burman）
　（3）　タイ・シナ族（Thai・ChineseまたはShan・qhinese）
である。彼らの移動状態を略図で示せば次の通りである。但し，これらの民族がビルマ本土へ到
着し均頂序は不規則であり，重なり合っている。
　　　　　　　　　　　　チペット∴ビルマ族・　中国
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　上に示した民族移動画図はUHpo　Kya氏（P．3）とUMin　Han氏（P．　6）のビルマ史の略
図を折衷して作ったのであるが，UHpo　Kya氏の図に少し足りない所をUMin耳an氏のも
のから補足したが，UMin　Han氏の図には少し考え違いがあるまいかと思う。例えぼ。　U　Min
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Han氏はカチン族の出所をタイ・シナ族のシヤン族の分れとなし，それにKachin　Shan　とい
う名称をあたえている。またUHpo　Kya氏のチン族のところがUMin　Han氏のではアラカ
ン族となっていて，チン族（テツ族と一致する）はシヤン族の分れとされている。またUMin
Han　e　Myanma－Naing・ngan・daw　Hket・1aik・Yazawin，　P．7の分類の項においてもチン族とカチ
ン族がシヤン系に結びつけられている。
（1）モンクメール族は最も古いと思われる。彼らはBC5世紀頃から移動を始め，下ビルマに定
住するに及んでモンと称した。今日ではタライン族（Talaing）とも呼ばれる。
　しかしながらモン族とタライン族の起源は同じではない。タライン族はマドラス海岸に沿った
テリンガナ（Telingana）地方から下ビルマ海岸地帯，即ち，モン族の住む地域へ西麟1ば紀頃
からやって来て住みつくようになったインド系の民族である。故にその故郷であるテリンガナに
因んで彼らをタラインと呼んだのであるが，その後モン族とタライン族の混血児をもタラィンと
呼ぶようになり，更に純粋のモン族もタライン族と呼ぶようになった。しかし純粋のモン族は白
分らがタラインと呼ばれるのを好まない。
　モン族の起源について，＊今日調査された所では，インド中部，東部，ベンガル，アッサムの一
地方1こはモン族と類似したKol，　Mungdha等の民族を見かける。太古，モンゴル人種の一部が
ブラマプトラ河沿いにその地方へ来て，インドの東北部に住みつくようになったのであるから，
ビルマ園内のモン族とインド側のムンダー等の民族との禰に何らかの関連性があるものと思われ
る。ある古いモン族の歌の三節には次のように唱われている。
　ビルマ語訳にて（UHpo　Kya：Myanma　Yazawin　Akyin：，　P．6）
　　　“Eindiya　ashe　bet　kan：，
　　　　　　　　　　 o
　　　Go　hdawadi　myit　wa，
　　　Ging江myit　wa　ani：
　　　Ahti　shi　thaw　kan：nM：，
　　　Ayat　detha　do　hma，
　　　　　　　　　　o
　　　Men　lifmyδ：d◎htwet　hkw5　ge　ywe，
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　Auk　Myanma　naing－ngan
　　　　Dagon，　Thahton，　Zaya：nさ
　　　Bil百：kywun：ayat　detha　do　tho
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　o
　　　　Lti　yauk　ne　htaing　kya　gyaung：，，
　　　＊C．C．　Lowis：The　Tribes　of　Burma，　P．13．
　　　　W．W．　Hunter：ABrief　History　of　the　Indian　Peoples，　P．49
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　　　「インド東部海岸，
　　　ゴダワヂィ河口から
　　　ガンジス河口附近に
　　　到る海岸地帯より
　　　モン族が出発して，
　　　下ビルマの
　　　ダゴン，タトン，ザヤー地方（現在のムドン）
　　　ビルー島（鬼が島）等の諸地方へ
　　　やって来た。云々……」
②　チベットビルマ族は西暦紀元初期にビルマへ侵入してきた。彼らにはビルマ族，チン族，カ
チン族等が含まれる。特にビルマ族はビルマ中部全域に拡がり最も強大で，よく知られた民族で
　　　’｛
ある。アラカン族はビルマ族から分岐した～群であって，ビルマ族に属する。
　当時ピユー（Pyu），カンヤン（Kanran又はKanyan），テツ（Thet）と大ざっぱに呼ばれて
いたが，ピユー族は今日ビルマ人と呼ばれる人種と混血し，13世紀以後は全く姿を消して了って
いる。カンヤン族はアラカン族にまたテツ族はチン族になってしまっている。
③タイ・シナ族
　シヤン，ヨドヤー（タイ），ロー等の民族から発生してきた民族はHtaing　と呼ばれている。
彼らはビルマの北西，北，東北，束，東南地域一帯に散在して行った。アッサムとタイ匡1はシヤ
ン族の国である。これらの民族はビルマ族とは時期的にはほとんど同じか，またはより早く移動
し来たりて，ビルマの国境地帯に住みついたものらしい。六世紀頃からビルマ国内へ続々入り込
んで来た。シヤン族は12世紀には著じるしく勢力をもち，今日シヤン高原として知られている地
域に入り込んだ。本質的に分裂繁殖的性質を有し，一時は非仏教的山間文化の花を咲かせた。13，
14世紀になると，特に強大となり，上ビルマを支配するようになった。
　カレン族（Karen）はこのタイ・シナ系統に属す。
タガウン時代（Tagaung：Hket）
　ビルマ史は通例タガウン時代から書き初められている。チベット・ビルマ系諸民族がビルマに
入り込んできた頃，即ち今より2000年前頃には，上ビルマのタガウンや西部アラカン地方，中部
プn一ムー帯に人家が結集していたが，いまだ繁栄していた訳ではなかった。これらの三つの地
域で　彼らの指導者（酋長）に従って生活していた当時，文化了鰍こおいてより優れていた中部イ
ンドから多数の人々がビルマに入り込み，政治，宗教，文学簿をもたらした。このようにビルマ
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に入り来る場合，一般にアッサム，マニブール，アラカン等の諸地方を通って陸路によって徐々
に入り込んだ。
　当時住民の大部分は文字を知らず，Nat（精霊）崇拝者たちであり，また何らの政治組織をも
たなかった。彼らは森林や川々を距てて互いに離ればなれになった部落に生活を営み，道路もな
かった。王権が存在するようになっても，各王国は現在の町ほどの大きさもあり得なかった。
　一方，ビルマの南部にはモン族が住んでいたが彼らの所へもインド南部からベンガル湾を横断
して渡緬した人々によって宗教，文学，農業，技芸，等の文化が紹介され，プU一ムー帯に伝え
られて行った。現在の肥決なデルタ地帯は当時海中にあった。タトンは海岸にあり，ペグーは浅
瀬にある一つの島にすぎず，プロームは海に近い港であった。
　大ていのビルマ史によれば，インド中部よりシヤカ族の王アビヤーザ（Ahbiyljza）が手兵を
引きつれてビルマに来りて，タガウンを支配したご彼の二子，カンヤザーヂー（Kan・yaza・gyi：）
とカンヤザーンゲ（Kan・yaza－nge）はアビヤーザの死後，王位継承について互いに論争し，先に
寺院を建てた者が勝ちということに落着した。弟のカンヤーザンゲは誰計によって一夜の内に簡
単な材料で寺を建て，勝名乗をあげて，父の王位を継いだ。従って彼は引続きタガウンを統治
したが，兄のカンヤーザヂーはアラカン地方へ移って行った。カンヤーザヂーの子ムドウシッタ
（Mqdgsitta）はピユー，カンヤン，テツ諸族の居住地であるプm一ムを治めた，こと等が記さ
れている。そしてアビヤーザがビルマに移住してきたのはシヤカ・ゴータマが出現する以前のこ
とだと云われている。釈迦出現後，更にダザヤーザ（Daza　yaza）という名のシヤカ族の王が来
緬し，タガウンを支配した。このようにアビヤーザ以後50代続き，タドーマハーヤーザ（ThadO：
maha　yaza）の時代に北部及び東北部より中国系シヤン族や繕阻族等が侵入躁躍したため，タガ
ウン王1玉1は崩壊したのである。
タレケッタラ時代（Tharehkettar蕊Hket）
　タガウンが亡びて後，タガウン王朝最後のタドー・マハーヤーザ王の二人の子マハー・タムバ
ワ（MahaThambwa）とスラ・タムバワ（Sula　Thambwa）は現在のプロームー帯を支配した。
その後マハー・タムバワとべダーリー（Bedari）王妃の間1こ生れたドッタバウン（Dotta　baung）
王がタレケッタラ王国を建設し，統治した。
　UMin　Hanのビルマ史によればマノ∨タムバワとスラ・タワバワは盲圏のJEI三子として生れた。
当時の慣習によれば王子が統治に不適任なる場合はこの祉から葬むられることになっていたが，
母の王妃は二人が青年に達するまで秘かに彼らを匿い，後にイワラデイ河を筏に乗せてのがれ
させた。現在サガィンと呼ばれている所へたどり着いた時，そこに住んでいたサンダムキーと称
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する女鬼を改心させ，その返礼としてその女鬼により二人は奇跡的に目が見えるようにして貰っ
たと云われている。現在ユワリン（ywa　Iin：「光の村」の意）と呼ばれている所があるがya　lin：
「光を得る」の託りであって二人の視力を得た所であると云われている。
　ピユ～族は中部地方一帯に住んでいたが，西暦紀元初期には，プロームにおいて最も勢力があ
った。実にタレケツタラ時代はピユー時代と云ってもよいほどである。
　ピユー，即ちPyuは古くはPruと発音されていたが，ハンリン・タマイン（山来記）によ
れば，PruはPrun（「ほほえむ」の意）より出で，ピユー族全盛期には“Shwe　m6：ngwe　m6：
ywa　di”「金銀の雨が降る」と云ってほほえみ笑つたということから民族名となったそうである。
Promeは英語で呼ぶ地名であるが，　Prunを託ったものとされている。ビルマ語では黎在Pyi
myoと呼んでいる。
　ピユー族がチベツト・ビルマ系民族に属することはすでに述べた。彼らはビルマ暦600年から
700年（西暦13世紀）に至るまではいまだ完全には消滅しておらず，彼らの言葉を文字に書き表
わしていた。その後次第に姿を消し，今日ビルマ人と呼ばれる民族の中に混入吸収され，消滅し
て了った。
　ピユー族が栄えていた頃即ち西暦1世紀内至2世紀頃に，インドの南部地方からインド入が東
の方へ移住し，下ビルマの海岸地帯，即ちダゴン，ペグー，タトン，プn一ム等に定住するよう
になつた。タレケツタラ地方でも勢力をもち，居住地を建設したものと思われる。彼らの思想や
学問がタレケッタラにおいて西暦300年頃に広がっていた。この頃にはインド南部で使われてい
たカダンバ（Kadamba）文字をタレケツタラ地方でピユー語を書き表わすのに用いていたこと
が判明している。
　紀元（暦）の書き表わし方もインドから採り入れた。最初に仏暦が使用されたのはタレケツタ
ラ時代である。仏暦は釈迦仏陀入滅の時から数え始める。仏暦元年は西暦紀元前544年に相当
する。この仏暦紀元624年（A．D．80年）にプロームータレケツタラ王朝の第25代目のト
ウムンダリー（Thumundari）王は占星術上に兆か現われたという理由で622年に修正した。修
正後，2年目を以て年号を数えた。この修正した紀元をタレケッタ暦と称する。その後更にパガ
ン時代にも修正が行なわれ，この第二回目の修正を現行のパガン暦と呼ぶ。従って仏暦，タレヶ
ツタラ暦，パガン暦（現今のもの）の三通りが用いられていた。　（パガン暦については後述する）
　民衆の土着信仰であるNat（精霊）や竜神崇拝の中ヘインドから，バラモンの思想が入って
くるようになった。後に仏教が伝わり，拡つた。仏教が普及したといっても，在来の土着信仰や
バラモンの思想が全く衰滅した訳ではなく，多少は残存していた。この時代に建造されたボーボ
ー ヂ（Baw・baw・gyi）パゴダの様式は非常に古く，他のパゴダの様式とは異っている。
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　西暦8世紀頃に，インドの王族，またはインド系の名称をもつ王が統治していたということが
骨壷に記された刻文によって明らかにされている＊。“Wikrama”及び“Tadahb6（：）”という言
葉が記されていたところからrウイクラマ王朝」が存在していたことが解る。
　“Tadahba”はビュー語で「秀れた主」という意味である。またタレケツタラ王国の創設者で
あるドツタバウン王は一入の王の名前ではなくて，複数の王の名前であったものらしい。
　現行のビルマ薦116年（A．D．754年）に1ま，中国系シヤン族の国であった南詔（雲南）はビル
マの北部一帯に勢力を延ばしており，それより約百年間はその王が自らをPyu　Shin即ちピュ
ー一・　IEであると称し，北部一帯を従わせた。タレケッタラもその支配下にあったらしい。
　タレケツタラ王朝最後の王である第27代目のThupinya　Nagaraseinnaトウピニヤ・ナガラセ
インナ王はカンヤン国（アラカン）の叛乱を鎮圧した後，その国にあった高さ28キユービットの
金造りの仏像に心を惹かれ，それを得たい一心から3年間もその国を去ることができなかった。
大臣や部下たちは王の命令に背き，狡狙な手段を以てその仏像の金を取去り，模造の仏像を鋳造
して王に献上した。王は部下たちと共にタレケツタラへ帰って行った。このように私用すべきで
ない仏像の金を取去ったことから人々の心に我欲が起り，世間には泥棒，強盗，匪賊がはびこり，
国内は不安定となり，動揺が起つた。
　カンヤン国にあっても，入々が敬っていた仏像が破壊されたので我慢できず，遂にタレケツタ
ラに対して叛旗をひるがえした。
　一方，南部の東方一輻；に勢力を有していたモン族もこの機に乗じて領土の拡大を図って，上部
タレケツタラ国へと北上侵入した。
　タレケッタラ国の治安が乱れて，爾中騒然となっている時，一入の百姓女が彼女の箕（み）が
風で吹き飛ばされたのを“Nga　sakaw，　nga　sakaw”　「妾の箕，妾の箕」と叫んでそれを追っか
けたc彼女の叫び声を聞いた人々はNgaskawの軍が押し寄せてきたと早合点し，上を下への
混乱の中に人々は逃亡分散してしまった。このように内敵外敵が起り，雛紳不安と動揺に襲われ，
滅亡に瀕していた時にこの“Ngaskaw吹き飛ばし”が発生し，導火線となったものと考えられ
る。
　このようにしてタレケツタラ国が滅亡したのはUHpo　Kya氏のビルマ史によれば，仏暦紀
元638年，タレケツタラ暦では16年（A．D．94年）だとされているが，　U　On　Maung氏の新
ビルマ史く1953年出版）ではA．D．51年となっているが，これは年代の計鎌：違いであろうと思わ
れる。また同氏（UOn　Maung）はタレケツタラ王朝が約500年間続いたと記しいるが，そんな
　　　＋W．W．　Hunter：Brief　History　of　the　Indian　Peoples，　P．91
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筈はない。UHpo　Kya氏の説に従ってA．　D．94年に滅びたのが正しいとしても，タレケツタ
ラの住民は現在のパガン暦200年内至300年（A．D。9世紀）頃に至るまで町や村に残つて生活
していた，ことが察せられる。
　フ゜n一ム，即ちタレケッタラの王マハー・タムバワから数えて第27代のThupinya　Nagara・
seinna王の時代に，タレッタラが亡んだ時分散した人々は再び集結して，彼らピユー族の住む
処を求めて今のパガン地方へと移り　“Ye　kyi　ya，　myet　nu？，（水清き所，草やわらか）き所に
町や村を建設し，パガン時代を築き上げる基礎を問めた。
パガン時代（Pagan　Hket）
　パガンの建蔭i
　タレケッタラが滅亡した後，末代の　Thupinya　Nagarahseinna王の甥であるタムダリッ
（Thamudarit）は分散した人々を結集し，タレケッタラからタウンニヨ，テッター，パダウン，
ミンドンへと次々に移動して行って，約12年の年月が過ぎた。その後彼らの同朋たちが住んでい
る所，即ち，現在のパガンの地へと移つて集落を造った。
　タムダリツが最初に建てたIIIj’の所在地はイラワヂ河（lrrawaddyまたはEyawadi　Myit）の
東岸七浬程のところにあるヨンフロツチュン（Yon－hlot－kywun：）であった。このYon－hlot・
kywun：のkywun：は現代ビルマ語の「島」の意味ではなくて，　「森林」を意味する古い語で
ある。その建倒年代は仏麿65垣i三，タレケッタラ騰29年（A．D．ヱ07年）だと云われている、
　それ以後，最初の場所とイラワヂ河との間七浬程の地一組こ町の位置が四回移り変った。最後
の四頓帽のパガンへは，第34代ピンビヤー（Pyinbya）王の時代にパガン暦211年（A．　D．849第）
に遷都した。現在パガンと呼んでいる地はこの第四回目のパガンである。
　最初のパガンをタムダリツ王が建設した頃は町は広大なものでなく，19ケ村をまとめて1駅こし
たものであった。それ故，パガンは　Pyi］gtima「ピユー族の村jの意味より来ている，鄭ち
Pyuggma＞Pug哀ma＞Pugan＞P5gan　となった訳である。山や森林に取囲まれていて，そこに
住む野獣や怪鳥の害を受け人々は大いに悩まされていた。また野生のひようたんの樹や蔓が生い
茂ってそれらを取除くに困難であった。
　その頃ピユー・ソー・テイー・PyUsawhti：という青年が現れて害獣を退治し，ジヤングルを
切閉いて入々の硬宜を図った。その場所に記念のパコダが建てられ今Elに至るも残っている。タ
ムダリツ王は国のために尽したピユー・ソ～・テイーを自分の娘（王女）と結婚させ，王位継承者
（Ein・she－min：）に任じた。タムダリツilT三が没した時ピユ～・ソー・ティーは王位に就かず彼の
師であり，恩人であった一人の隠者を還俗せしめて王とした。そのヤテー・チヤウン至　Yathe
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Kyaungは15年間国を治めた後この世を去った。　Yathe　KyaungのYatheは　「仙人」の意で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
あり，　Kyaungはwot　kyaung即ち「色とりどりの衣服」の意であって僧侶が俗人め着物を
指して言う場合に用いられる，この場合，僧侶や禁欲行者が還俗したことを意味する。
　その後ピユー・ソー・ティーが王位に即いた。彼の時代になって，ピユー族と中国系シヤン族
が接触するようになり，従ってシヤン族の習俗がピユー族の閥に伝わっていった。
　ビユー・ソー・ティーという名前には，Pyii　・＝「ピユー族」＋Saw＝（シヤン語で）　「王，王
」““，支配者」十Hti：（中国語で「帝」とそれぞれの意味をなしているのであるから，その名称は
ビュー語とシヤン語と中国語との混合で，ピユー族を支配する王ということである。そればかり
でなく，ピユー・ソ～・ティ～以後，六代の王の命名法は南詔，即ち，シヤン．・中国系の国家に
おける命名法と似ている。類似点というのは父の名前の最後の音が子の名前の最初の音になるこ
とである。例えば，
　　Pyif・saw・hti：→Hti：－min－yin→Yin・min－paik－一・Paik・thin・le
という如くである。このように命名した時代は雲南（南詔）では，パガン暦11年から264年（A．D．
649～902年）までの闇でピユー・ソー・テイーたちの時代は，大ていのビルマ史によれば，ビル
マ暦89年から334年（A．D．167～412年）まで1立いの間である。従って両者の間には，500年程の
差がある。
　シヤン族や中国人の風習の外に，インドから種々な風俗，文学，宗教，等が続々と伝来し，拡
まっていった。王宮の建築法，称号の附与法，即位式洗礼式（バラモンによって行われる就任式
で，頭の上に水をそそぐ，ビルマ語でBhitheit－pweという）等｛まインドから伝わった風習であ
る。また仏教も火いに盛んlcなった。　Pytt－saw’hti：の建てたグーパコダ（Git－hpaya：）15t琴は
現在も残っている。ブーパゴダ（Bロ：hpay5：）はその中の～塔である。
　上述のようにパガン榔まインドの中部地方，中国系シヤン国，タレケッタラ（ヨ三朝滅亡後の）
等と往き交して，それら大国の風俗習慣や学問等を適当に採り入れていた。
　マハ～ギリ・ナツ・マウンナマ（MahaGi汁Nat－Maung－hnama）に関して。
　タムダリッ，ヤテ・チヤウン，ピユー・ソー・ティ～等が次々とパガン国を統治して第七代の
ティンレチヤウン王の時代に到ってビルマ暦266～319年（A．D．344～387年）の頃にマハーギ
リ・ナツ兄妹のナツ信仰が入り来たって土着のナツ信仰（ビルマ語でNa杜《δ：kwe　gyin：とい
ってShamanismの一種）が一層盛んになった。
　王朝史，即ち，ヤーザウKン（Yazawin）と共にビルマ史研究の資料たるものに，タマィン
（Thamaing）と称する山来記があるが，そのタマインに述べられたマハーギリ・ナツ・マウン
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ナマに関する記事の大略は次の通りである。
　上タガウンに住む鍛治屋の青年マウン・ティンデが体力優れて強堅であることを，その国の王
が恐れて彼を逮捕しようとしたがジヤングルの奥深く逃げられてしまったので，王は一一計をめぐ
らして．マウン・ティンデの妹ソメーヤーを王妃にした上で，マウン・テインデを太守に任命す
るから，と王妃を説き伏せて，彼を呼び寄せさせた上，家来に捕えさせてサガー樹に縛りつけ鞘
（王や僧侶を火葬する時に使った道具）を使ってマウン・．ティンデを焼き殺してしまった。王妃
は悲しみの余り，その焔の中に身を投じて死んだ。そして二人はナツ兄妹になったそうである。
彼らナツ兄妹はそのサガー樹に住みつき，側を通る人々に取りついたので王は部下にサガー樹を
堀り起こさせ，イラワヂ河に流した。その樹はパガンに辿り着き，テインレ・チヤウン王が拾い
上げてその材木でナツ兄妹の像を彫らせ，ポッパ山（Poppa　Taung）1こナツ社を建てて，そこ
に奉納した。
　それ以来毎年Nat・daw・1a（ビルマ暦の9月，日本では大たい12月に当る）になると，王を初め
王子，王孫，貴族，大臣，国民，誰も彼も，その山へ登り，盛大なナツ祭りを催し，供物をする
ようになった。供物として水牛，牛，豚，鶏等を殺し，供え終つた後，それらの頭を各自の家の
前のナツ柱に引掛けておいた。このようにして，ビルマの国中にナツ崇拝が盛んになって行った。
　ナツ兄妹が住むというポツパ山を詠んだ詩の一節を次にあげる。（UPe　Mg　Tin：Myanma
Sape　Thamaing，　P．11）
　　　Poppa：Nat　Taung
　　　Ahkaung　myin　hpya：
　　　　　　　　　o
　　　Son　taw　py五：hnaik
　　　Nan　sha：kyaing　lwin
　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　Hka（玉an　pwin　di
　　　　　　　　　　o
　　　Shwe　hnin　yδ：hma：
　　　　　　　　o
　　　Pan：saga：
　　　（そびえ立つ
　　　ポツパ聖山
　　　頂あくまで高く
　　　鳥花に満ちた森に
　　　芳香ただゆ
　　　季に応じて開く花
　　　黄金と見こうばかりの
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　　　きんこうぼく。）
　古い時代に書かれたこの詩ではまず2行属と3行目において，
　　　Ahkaung　myin｛hpy吾：！
　　　　　　　　　　O
　　　Son　taw　l　py2：lhnaik
となってζVるが初めの行の最後の語の後にshe・ga－pauk（小さい：の声調　即ちheavy　tone）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
があり，次の行では終より二番日にshe・ga・paukのついた語がきていて韻をふんでいる，のと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
4行日より6行圏にかけて，
　　　Nan　shti：kyaing　l　lwin　l
　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　Hk哀dan　l　pwin　l　di　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　ゆ
　　　Shwe！hnin　l　yδ：hma：
　　　　　　　　o
〔コの語が互いに韻をふんでいる。即ち最初の行の最後の語に　Auk・ka・myit（語の下にうって
ある小さい。の声調，即ちcreaky　tone）があり，次の行では終りより二番目の語にそれがあ
り，最後の行では終りより三番日にそれがきている。そしてこの詩の最後の行のPan：saga：
を除いてすべて4音綴で一行をなしている。現在でもこの形式を取っている詩は可成り多い。
仏典の伝来
　さてテインレチヤウン王の時に，即ち西暦5世紀の初め頃に至って，下ビルマに住むモン族の
所へ仏敦経典が伝来した様子である。5世紀頃にマドラス海岸にあるキンシプールという町にお
いてダンマパーラ僧正を中心に仏教が盛んに行われていたが，当時ビルマ南部と往き来していた
関係上，下ビルマにも仏教の地盤が固められた。またモン語の文字は西暦5世紀にマドラス海岸
一帯で使朋されていたパラワ文字の系統であることが判明している。　（Myanma　Naing・ngan－
shi－Aikhkaya　Thamaing：参照）
ビルマ紀元の再修正
　第20代ポッパ・ソー・ヤハン王（Poppa：・Saw－Yahan：Min：）の時代に再び紀元の修正が行
われた。Thumundari王が仏暦624年（A．　D．80年）に622年を切り捨てて修正年2年目を以て，
タレケッタラ暦という名称をあたえて，数えることにしたがパガンでは562年（A．D．640年）
にポッパ・ソー・ヤハン王が560年を切り捨てて，差額2年を起点にパガン暦という名称で数え
ることにした。今日ビルマにて使用されているのはこの紀元である。したがって，現在彼らがビ
ルマ暦と呼んでいるものはこのパガン暦のことである。今日では西暦紀元をも使っているから，
仏庶，タレケッタラ暦，パガン暦，西暦等多くの紀元がある訳である。これらの紀元を次の方法
によって計算1すればより便利である。
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　R）　仏暦はタレケッタラ暦よりも622年大きい。
　（2）　タレケツタラ暦はパガン暦（現在の紀元暦）よりも560年大きい。
　（3）仏暦はパガン1蕎よりも1182年大きい。
　（4｝仏暦は西暦よりも544年大きい。
　（5）西暦はパガン暦よりも638年大きい（ただし1月1日より4月15日（ビルマの正月）まで
　　　の間であれぱ）639年大きい。
第4次パガンの建設
　タムダリツ，ピユー・ソー・テイー等の時代以来主都を3回移し変えて，森林を切り開き，開
拓してきた。第34代ピンビヤ王の時，即ちビルマ暦211年（A．D．849年）に第4回日のパガン，
即ち現在のパガンの地に城壁を囲らし，小塔を設け，町並を整えて，大いに繁栄してきた。行政
面では町の4ケ所に長官を任じて法律，裁判等を司らせ，産業貿易面では，タレケッタラ，アッ
サム，中国，シヤン等と交易が盛んになってきた。このように最後の第4次パガンがビルマ発展
の基礎となった。
　ご］時は王位の変遷が頻繁であり，王政の時代ではあったけれども，大臣や従臣たちが策略を用
い，彼らの意のままになっていたことは下記の事情によって知ることができる。
　第27代テインコン王（Thein：hkon　Min：）は一入の弟をもっていたが，弟は兄のティンコン
王と戦って敗れ，逃れてサレーという所に身を隠して暮した。彼の孫にあたるンガコx（Nga－
hkwe）は両親が生活に因っていたので，ある金持の所に奉公に出されて，召使いとして働いてい
た。ある時，この金持の主人がパガンへ舟で出かけるのにお供をして行った。パガンへ着く前の
夜にンガコエは1三1分の騰から腸がとび出してパガンを取り巻いたという夢を見た。朝になって，
河を逆登って舟を進めたところ，竹竿に黄金のil｛1がひっかかってきた。ンガコエは「わしが見た
夢は良い事が起る前兆だ。そしてこの黄金の皿は自分にはもったいな過ぎる」と云って河の中へ
ふるい落した。パガンに着いてから，ある姿羅門にこの夢を占なってもらったところ，ンガコX
がパガンの王になるであろうと云った。その後ンガコエはサレーに帰ったが，その金持に定待さ
れるのでパガンへ逃げてきて第35代のタンネツ（Tan・net）王1こ任えたが，王の気に入り，調馬
師に任用された。王は毎日一人の側女を連れて馬小屋へ馬を児にメくるのが慣わしとなっていた。
そうこうする内にンガコエは側女と親しくなり，ある機会に，側女と共に計り，王が馬小屋へ来
fc時，彼を殺害して王位を奪った。第36代サレー・ンガコエ王と称した。
　ンガ・エは王にな・て願な気睦表わした．脳筋を麟したこと砺る例の金持を呼び。
寄せて殺し，なおこの金持と同じように自分を虐めたことのある人たちを捕えて来させ，池に投
げ込み，　「豚1と罵って，象の上から槍で彼らを笑き殺した。ということである。このような行
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為が［ヨにあまるので従臣たちは王を憎むようになり，象使いの頭（かしら）に言い含めて，王が
象の背に乗って水遊びをしている際中に象の鞍の腹帯を切らせた。すると鞍枠が外れて王は墜
落した。そこえ従臣たちが乎に一握りづX泥を一斉に投げつけたので王は遂に死んでしまった。
この池を「一握りの泥池」Nyon・ta’1et－hpet－kanと今日でも呼んでいる。
　サレー・ンガコエの子である第37代テイン・コ王（Thein：hko　Min：）は馬に乗って森へ遊び
に出かけたところ，空腹を感じたので胡瓜をもぎ取って食べた。畑の主はそれが王であることを
知らず，許しを得ずに胡瓜を食べたことを憤って鋤の柄で王を打ち殺してしまった。その時，王
の調馬師がやって来て，その有様を見ると，
　調馬師「村長，なぜ我々の王を叩き殺したんだ。」
　村　長「俺の胡瓜をll午しも乞わずに食ったからだ。これが1叩き殺さずにおられようか」
　調馬師「これ，’百姓，王を殺害した者はその者が王にならねばならないことになっているの
　　　　　だ。」　（国情を慮って計略にかけて，そう言ったように察せられる。）
　村　長「俺の畑の胡瓜は，小犬が乳を飲んだように，よく実のつている。胡瓜を捨ててまで
　　　　　王になりたくない。」
　調馬師「村長よ，お前の胡瓜畑は今まで通りに所有できるようにさせようし，王泣にも即かせ
　　　　　よう。また，たくさんの金銀財宝も手に入ろう。」と
調馬師は強引にEl説いたので村長はついに引受けて王宮へついて行った。調馬師は人々に気付か
れないように密かに彼を窟殿へ入れて，王妃に全てを話した。王妃は国内を動揺させないように
計った調馬師を賞讃した。そして衣服の着こなし，振舞動作など王としてのあり方を村長に教え
込んだ。ところが，やがて宮廷内のある王妾の一人と大臣が彼らの君主でないことを見破って，
粗暴な振舞をしたところ城門を守っていた石像が立上って彼ら二人を打倒し死に到らしめた。
　（この場合，石で彫刻んだ石像が立上って人を打ち倒すというようなことはあり得ない。非常に
力の強い石像に似た番人を指すものと思われる。）この事の後，宮廷の内外共に恐れおののき，
この纂奪王に敬意を払うようになった。即ち第38代タウン・タヂ～王（Taung　Thugyi：Min：）
である。　（UMin　Han，　U　Hpo　Kyaその他のビルマ史にもこの記録がのっている）
当時の宗教状態
　古代より土俗宗教であったナツ信仰，及び竜神崇拝や仏教等が行われていたが，このタウン・
タヂー王の時代はナツや竜神信仰が栄え，仏教が衰えた時代であった。従ってアリー（Ari：）僧
侶がはびこり，多くの害悪を為していたので，仏教は正義を示すことができなかった。タゥン・
タヂー王は自分の胡瓜畑を大切にする余り，広大なりっぱな庭園を造り，そこに奇妙な大竜：神像
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を建てて，これを礼拝した。そればかりでなくアリー僧たちと相談して五つの塔を造りその中に
ナツ像とも云えないし仏像とも云えないようなものを彫って，朝晩これに食物や酒を供えて礼拝
したと云われている。このようにナツ，竜神，アリー等がはびこって仏教はかすかな余命を保っ
ていた時代であった。
アリーについて
　「アリー」とは宗教的概念からみれば「左道密教」のことであって，インドで発生した密教の
うち，方便と智彗との結合を男女の性交と同一視し，肉欲の満足を以て法悦とする一派が現われ
たが，これを「左道密教」という。パガン時代のアリ’一一　t：ちが，初夜権（Pan：亘：hlot）をもっ
ていて，結婚式を挙げた花嫁は第一夜をアリーの僧院で過ごさねばならなかったということは，
蒙古のラマ教と類似しているが，ビルマのアリーは仏教とベンガル地方のタンタル教との混合に
よる一穣め「左道密教」であつたことが，容易に推測できる。なおアリー教については「大乗仏
教とヒンズー教との混合形態」とする説（UBa　Hpe）と「小乗仏教とヒンズー，姿羅門教，特
にヴィシユヌ派との混合宗教」とする説（G．H．Luce）がある。
　ア￥一たちはまた彼らの教義を文に書き表わして，人に知られぬように樹の皮のpl：1に隠してお
き「神託により」（Einmet　aya）と云って，樹の表皮から書きつけた文をとり出させて，人々に
それを信じさせ，自分の欲することをすべて実行した。実にアリーは仏教の破壊者であり，偽善
者であって，暗責色の僧衣を身にまとい，頭髪は弁髪にして，ナツ，竜神，呪文，曼陀羅，秘薬，
練金術等を行っていた。何か悪い事をすれば，これこれの祈薦をくり返して諏え，またこれこれ
の供養礼拝するならば，その罪は消滅するという偽りの教えを説いた。
　しかし，その後アノーヤタが王位に即くに及んでアリーたちはパガンより追放され邪教は衰
滅して行った。アリーは現在でもシヤン州の一地方及びワー州にも残存していてパガン時代の
風1！lilを守り続けていることが最近のShu　mawa（ビルマ発行の雑誌）に吾かれていた。
第39代　クンソ～・チヤウンピュー王（Kunhsaw－Kyaung：Hpyロ）
　前に述べたサレー・ンガコエに謀殺されたタンネ王の子で後にタウンタヂー王の側近となり，
税金催｛足係官として王に任えていたクンソ～・チヤウンピユーは邪教を泰ずるタウンタヂー一一　1｛三を
追放して纂立した。それはビルマ暦326年（A、D．946年）であったが，タウンタヂーの二子を助
命して宮廷で育てた。二人は成人後一つの寺院を建て，その落成供養にクンソー・チヤウンピユ
ー王の来駕を求めた。クンソー王が寺院に到着するや直ちに彼をそこに閉ぢ込め，無理矢理に倍
侶にせしめてその寺院に住まわせて彼らは王位を奪った。兄のチーゾ（Kyl：Zo）が即位した
が，周もなく死んで，弟のソッカテー（Sokkat否：）が国を治めていたが，ビルマ暦406年（A．
1）．1044年）クンソー・チヤウンピユーの子アノーヤターはソッカテーに「異母弟」呼ばわりさ
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れたことに立腹して，彼に一騎打を挑み，パガンに近いミエンカバにおいてソッカテーを倒して
王位に即いた。ビルマ史がより確実になるのはこの頃よりである。
第42代アノーヤター王（Anawyahta　Min：）　　　　　　、
　パガン王朝55代の内，今や42代目，即ちビルマ暦406年（A．D．1044年）に達した。この時こ
そビルマ国が初めて大躍進を遂げ，言語，民族，文学，宗教，経済，政治等種々な頂iで特に注意
を払うべき発展の基盤となった時代である。
　アノーヤターはソッカテーを倒して，父のクンソー・チヤウピーに復位を求めたがクンソーは
辞退して，その後も僧院生活を送った。アノーヤターは王位に即いてからも，義兄ソツカテーを
殺した罪を悔い，その償いをなそうとして，仏塔，寺院，窟堂，宿坊（Zayatといって，旅行者
又は巡礼者のための無料宿泊所）人造池，堰提逆河等を造って人々のために功徳を施した。
　アノーヤター王の領土はパガン王朝の最後までで歴代諸王が1薮轄領として威令を行った地域で
あって，南北約200マイル，東西約80マイル，大体モゴウ，マンダレー，メテイラ，ミンヂヤン，
チヤウセ，ヤメデイン，マグエ，サガイン等イラワヂ河東岸の諸地方とパコックとミンブー両地
方のイラワヂ西岸の流域地帯にまで拡がっていた。その北には南詔があり南にはシヤン高原があ
り，南と西にはピユー族が住み，南部にはモン族がいた。
　アノーヤターの時代には豪勇相ついで現われ，王の近待として仕えた。先づ王とウエタリー
（Wethali，恐らくアラカン）よりきたピンサカリヤー二（Pinsa　Kalyani）王妃との間に生まれ
たチヤンズイツタ王子，ニヤウンウ出身で水泳の達人であるニヤウン・ウーピー　（Nyaung・tt
hpi：），ミンム出身で綜欄の木登りを業としていたンガトウエユー（Nga－htwe－y口：）．ポッパー
出身で百頭近い牛を一入で追っていたといわれるンガmンレッペ（Ngalon：4et－hpe）の四人と，
回教徒のインド人で航行中船が難破してタトンへ漂着した時楡伽行者の肉を喰って超人になり，
そのためタトンのマヌハ王（Manuha　Min：）に恐れられ，彼によって迫害をうけたためパガン
に逃亡してきた駿足を以てきこえたピヤツタ（Byatta），また彼の隠し子でシユエピンヂ（Shwe・
hpin：・gyl：），　シュエピンゲ（Shwe・hpin：－nge）の兄弟等がアノーヤター王の配下にいた。
　最後のシユエピンヂ，シユエピンゲ兄弟は後にアノーヤーター王のために多くの手柄を立てた
にも拘らず，少しの義務を怠ったために王に処刑された。後に王は彼ら二人の霊を慰めるために
タウンビヨン地区に彼が建立したスタウンピパゴダ（Su　Taung：pyi　Hpaya：）の近くにシュェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
ピン兄弟のナツ社を建て，盛大な祭りを行わせた。ポツパー山のナツ兄妹とこのタウンビヨンの
ナツ兄弟は非常に年代が古く，ビルマにおけるナツ信仰の問題に大きく取扱われている。
仏教の興隆
　ピルマにおいては土俗宗教である精霊崇拝，竜神信仰等がその頃まで存在していたが，その内
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第38代タウンタヂー王の時代に述べた如く，仏教は不純で，勢力も乏しく，特に竜神やアリが時
の流れに乗って盛んになっていた。今やアノーヤターの時代においては，ナツ崇拝，竜崇拝およ
びアリーたちの勢力が弱まりつつあった。その頃，タトン（Thaton）からシン・アラハン（Shin
Arahan）というモン族の僧侶が仏法を弘めんことを願ってパガンへ来て，アノーヤター王に仏教
の純粋な正しい教義を説いた。王は信仰篤い人であったので，シン・アラハンの説教に熱心に耳
を傾けた。その清浄と謙虚とはアリー僧侶たちの曲学阿世振りと全く対瞭していることを王は知
った。シン・アラハンは小乗仏教の諸部派中南インドおよびセイロンにおいて最も勢力があり，
戒律主義の正統派である南伝上座部（Theravada）に属していた。現にセイロン，ビルマ，タイ，カン
ボヂア，ラオス等に行わるる仏教はすべてこの系統に属し，パーり一語一切経を伝えるものである。
タトン攻略
　シン・アラハンの話しによって，アノーヤター王はタトンに多くの仏教経典があることを知り，
真物としてそれらを要請したが，タトン王マヌハは侮蔑の言葉を以て拒絶した。アノーヤタ～ヨ三
は大いに怒り，大軍を進めてタトンを攻撃した。チヤンズイツタやビヤツタをはじめ多くの勇士
の活躍によってアノーヤターの勝利となった。タトンの町は完全に破壊され，遺物，像，および
経典はマヌハの52頭の白象に積まれ，パガンへ運び去られた。またマヌハおよび彼の家族，そし
て多くの学者，技工等もパガンへ連れ去られた。このようにしてタトン攻略は終った。それはビ
ルマ暦419年（A．D．1057年）であった。ビルマ文化史上最も記念すべき出来事である。
　パガンへ連れ去られたマヌハ王はミエンカバーにて丁重に軟禁された。彼は自分の持物を売り
払って仏塔を建てた。今でもマヌハ・パコダとして残っている。その後アノーヤターはマヌハ王と
彼の家族たちをシユエジゴン・パゴダのpagoda　slave（hpaya：kywun）として生涯を送らせた。
シユゥエイヨーの「ビルマ民族誌」ではマヌハ王および彼の王妃，王子，王女たちがビルマで仏
塔奴隷にされた最初の人々であるように述べられている。その後も戦争の俘虜や死刑にしては都
合の悪い者を仏塔奴隷とした。それは昔，n一ロツパその他で扱っていた奴隷とは全く異ったも
のであって，追害されることなく，子々孫々パゴダに住み，パゴダの掃除や世話をする仕事に従
事するのである。
　タトンから仏教経典がパガンへもたらされて以来，アリーたちの教義は衰え，仏教が純化され
発展して行った。ビルマ文字がその時初めて書き表わされるようになった。この文字はインドの
南部から下ビルマのモン族の手に西暦500年頃に伝えられたパラワ文字の系統である。またタト
ンから大勢の学者，鼓術工たちが来たので文学，美術特に石造や鍛治の披術も大いに進歩した。
アノヤーター王の遠征
　アノーヤター王は信仰に熱心のあまり，アラカン困にあるマハムニ（釈尊）像を手に入れるべく
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アン峠を通って北部アラカンに軍を進めアラカン王子を屈服させたが，マハムニ像は運び去るこ
とができなかった。恐らく山々を越えて運ばねばならぬだけの人員を敏いていたためであろう。
その代りにその祠堂の金銀の聖器をパガンに持ち帰った。
　王はまた仏歯をも欲したが，ペルシヤの大使によって南詔国へ持ち去られていたので王lalチヤ
ンズイツタを先頭として雲南へ大軍を進めたが，南詔の長ウーテポア（口：Te・hpw次）は城門を
鎖したので，アノーヤーターは城外を囲んだ。かくて久しく対峠の後，二人は互いに進物を交換
して和を講じた。アノーヤターは仏歯を得られなかったが，その代り，その仏歯に触れていたと
いわれるひすいの像を贈られ，それに満足せねばならなかった。
　王は途中シヤン州に立寄った際，モーガウンM6：gaung：）の土候（Sawbwa：）は王女ソー
モンラを王に献じた。後にソーモンフラが彼女の耳環に刻まれていた仏陀の像を見つめて想像に
ふけっているのを彼女を嫉妬していた他の王妃や後宮たちが見て，ソーモンフラが魔女であると
王に告げたため，彼女は追放され，今のマンダレーの東南にシユエ・ザーヤン・パゴダShwe
Zayan　Zedi）を建立．して耳環の仏像を祀り，アノーヤター王の妃として伝奇的な生涯を送つた。
その物語は今日なお舞台に上演されている。
　ラオ・シヤン族がペグーを侵したので，ペグーはアノーヤターに救いを求めた。王はチヤンズ
イツタに小数の秀れたインド兵をあたえて，ラオ・シヤンを潰走せしめた。その後チヤンズイツ
タはタライン族の間で英雄としてあがめられた。帰国に際し，アノーヤター王への贈物として四
本の仏髪，その他の宝物に加えて，キン・ウ姫（またはマニヤサンダManisanda姫）がパガン
へ送られた。帰園後，チヤンズイツタは王にキン・ウ姫との仲を疑われ，パガンを去った。その
後のチヤンズイツタの物語は演劇の好題目となっている。
シユエジゴン・パゴダ（Shwezigon　Zedidaw）
　ビルマの国ではアノーヤター王以後，壮厳なパゴダや窟堂が数多く建立された。歴代諸王は自
分自身のために宮殿や墓場の建築物を大規模に造る代りに専ら仏教信仰のためにパゴダの建立を
競った、しかし，このパゴダの建立は信仰のためのみでなく，記念用石柱に碑文を刻してその時
代の出来事を記録するためのものででもあった。例えば，シユエザ～ヤン・パゴダを礼拝するこ
とによって哀れなソーモンフラの身の上を思い浮べ後世の入々にもそれを偲ばせることができた。
　アノーヤタ三王の建立したパゴダの中で最も重要なものはシユエジゴンであるが，それはビノじ
マ暦421年（A．D．1059年）に起工され，タレケツタラにてドツタバウン王によって建てられた
パコダを取壊して，そこに安置されてあった釈尊の前額骨と，セイロン渡来の仏歯をシユエジ
ゴン・パゴダに祀った。アノーヤター王の存命中にはここまでしか竣工するに至らなかった。第
44代チヤンジツタ王（Kyanzitthz：）（ビルマ1拶1446年～474年，　A．　D．1084年～1112年）のIIき代に
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至ってもその造営が続けられ遂に完成された。
　G．E．　Harveyのビルマ史にはシユエジゴンの敷地が定められた方法が次の如く書かれている。
「宝石を鐘めた宝筐塔の中に仏歯を収め，これを一頭の白象の背に載せて，象を俳掴させて，象
の休息した場所を敷地と定めたjミンヂヤン地方のトウユウイン山パゴダとV一カナンダ，パコ
ック地方のタンチ山パゴダ，チャウセ地方のピエツカユエ・パゴダなどの敷地もまた同じ方法に
よって定められたものである。以上のパゴダにはセイロンから送られtc仏歯より分成された舎利
を祀ったものであると言われている。ペグ～から送られた仏髪を祀るためアノーヤター王はパガ
ンの南にシユエサンドー・パゴダを建立し，さらに遠くメテイラ地方にはシユエインミヨー・パ
ゴダ，シユエグーヂー・パゴダ，シユエジゴン（同名であるが別のパゴダ）等を建立した。
　アノーヤター一一　IEはビルマ史上，初めて全国の統一に成功した王であつて，タウングー王朝のタ
ビンシユエテイ（Tabinshwehti：ビルマ暦892年～912年，　A．1）．1530年～1550年），コンバウン
王朝のアラウン・パヤー（Alaung：hpaya：ビルマ暦1114年～1122年，　A．　D．1752年～1760年）
と並んでビルマの三大英傑と称されている。その成功の要因は勿論，ビルマ民族の興隆及びビル
マ文化の発展に負うところが大きいが，それと同時に南伝小乗仏教を新たに採り入れて国民の精
神的支柱としたことも見逃がすことはできない。古来，世界史上，国家の統一，王権の維持強化
のために宗教が利用されてきたことは枚挙に暇がない位である。
　例えば，インドではチヤンドラ・グプタの創始したマウリア王朝の維持には仏教力篭S与してい
る。特IC，アシヨカ王は彼自身熱心な仏教徒であった。また16世紀初期，北インドに樹立された
ムガール帝国の第三代国ヨ三アクバル大帝は超国家的傾向の強いイスラム教を根幹とし，ヒンズー
教その他の固有信仰を融合して，自らその教祖の地位について国内の秩序を維持した。～方，マ
ホメットが興したイスラム教を中心に発展を遂げた国にサラセン帝国があり，これを築き上げた
のは初代正統カリフのアブー・バクルである。イラン高原にペルシア民族が樹てたササン王朝で
はペルシア民族の間で昔から信仰されいたゾVアスター教を悶教としている。これらめ｝：部まその
後，何れも滅亡したが，住民は依然としてその宗教を1超執している。イスラム教を中心とする国
は最近でもアラブ連合，イラク，アフガニスタン，パキスタン等に見られるが，王権との連携は
ヨルダン（ハシユミテ王家のフセイン罫ほ三），イラン’（パーレビ国王），数年前にクーデターで
倒れたが，イラク（フアイザル国王とイラー皇太子）等にその姿を留めている。また共和蘭になっ
たとはいえ，イスラム教徒の熱狂的な崇拝を受けていたアリ・カーン（パキスタン）はその変形と
考えることができる。王権と回教教祖が一体となっている例としてはサウジ・アラビア王国（イ
ブン・サウド王）クウエイy土候国，マスカット・オーマン土候国等があり，9入のサルタンの
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統合｛加こよるマラヤ迎邦もその中に含めてよい。ユダヤ教を中心とする国にはヘベライ民族の建
国になるイスラエルがある。古来「流浪の民」　「亡国の民」として世界中で迫害を蒙った悲劇の
主人公，ユダヤ民族はあくまでその絶対的一袖教エホバの神の信仰を棄てず，遂にパレスチナ戦
争を経て，1950年に至ってイスラエル共和国の地位が確立した。ムガール帝国の崩壊後，長期間，溢
英国の植民地であったインドは第二次世界大戦後，独立を得たが，ヒンズー教は今日でも依然と
して根強い。
　このように園家設立の基盤としての宗教の果す役割は絶大なものがある。アノーヤター王がビ
ルマ国家の土台に仏教を利用しナこことは当時としては誠に果敢な改革だったといえよう。
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